
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

発行 川崎市立平中学校 

学校新聞 第７号 

発行日 令和 6 年 12 月 20 日 

 

 

校長 原田 佐由利 

 

平中学校の周りでは北風に飛ばされた落ち葉が渦巻き、一段と寒さを伝えてくれています（ご近所

の皆様にはご迷惑をおかけしております）。合わせて、今年の紅葉は全国的に遅くなっていたようで、

冬を迎えてからもなお、校長室から見える木々の葉は色とりどりで青空と美しい色映えです。 

さて、美しいと感じる色や形には強いメッセージをもっている場合があります。生徒の皆さんに平

中学校初代校長の仲野達三先生の深く熱い思いを紹介いたします。 

入学式・卒業式など大きな式典の先頭に立つ校旗は、集団の行く手を指し示す役割を担うものと位

置付けられています。この校旗には生徒の皆さんに「海よりも、空よりも広い心をもってほしい」とい

う意味を込めて、地の色は深い美しい青色で染めあげられました。また、その校旗の中央には本校の

シンボルマークである校章が金糸と銀糸で刺しゅうされています。この校章は、平中学校の「平」とい

う字と、英語の「T」を図案化し、三本の円は、川崎市の「川」を表しています。また、同時に、「先

生・生徒・保護者」をも表しています。さらに、輪で「和」を表現し、「平和」を願ってデザインされ

たものです。いろいろな場面や用途により、校章としての使用色はまちまちですが、本来は日本の伝

統色である縹色であり、生徒の皆さんのすがすがしさを願っています。今も皆さんが着用しているポ

ロシャツのマーク、ジャージのデザインにも、水色や紺色があるのは、伝統が引き継がれているもの

だとも思います。 

校舎を覆って進められていた外壁塗装の工事の終わりが近づいてきました。皆さんが１月に登校す

る際、少し覆いは外されているはずです。どのような校舎になっているのかぜひ想像してみてくださ

い。そして、何を紡いできているのか楽しみにしていてください。 

考えることが学びです。２０２５年を新しい気持ちで迎えましょう。 

 

12月 12日（木）に向丘小学校の 6年生を招いて新入生体験入学が行われました。 

全体会での紹介では、生徒会本部役員、委員長、部長の皆さんが緊張しながらも小学生に伝わるよ

うに精一杯説明する姿がとても素敵でした。全体会で説明をした後、担当の生徒に連れられて、体験

授業と部活動体験を行いました。担当の生徒たちも、徐々に緊張がほぐれてきたのか、小学生との交

流も増えて、楽しそうに活動していました。体験授業、部活動体験ともに小学生たちに楽しかったと

思ってもらえたようです。とても貴重な時間を過ごすことができたと実感しました。 

 

 

秋に、懇話会の皆さまと種をまいた大根が大きく育ちました。前期給食委員、科学部、家庭部、放

送委員会の生徒で収穫を行いました。生徒の皆さんが元気よく大根を収穫している姿が見られました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２学年主任より 

新型コロナウイルス感染症の感染拡大によりさまざまなことに制限のかかる中、なかなか再開する

ことのできなかった職場体験学習を再開しました。地域の方のお力をお借りし、１０月３１日・１１

月１日の２日間実施しました。教職員もすべての事業所を巡回させていただきましたが、普段の学校

生活で見ることのない姿をみることができました。例えば保育園では、園児の目線と合わせるために

しゃがんで話をしている姿を見て、実際の保育園でしか体験できないと感じました。生徒の事後の感

想でも、充実感と達成感が伝わってくるものがたくさんありました。この職場体験という機会はとて

も貴重で大切な時間であることを実感しました。また、お忙しい中にも関わらずお力をお貸しいただ

いた事業所のみなさまには感謝しております。ありがとうございました。 

 

事後学習発表 

 

１１月９日（土）肌寒い中、ふれあいフェスティバルが行われました。毎年大人気の教育懇話会の

「新鮮野菜」、平商店会の「お餅・お赤飯」、平中学校同窓会から「焼菓子」が販売されました。今年度

も、家庭美術部ではレジンで作ったストラップなど手作り小物を販売し、5組では玉ねぎの苗などを販

売しました。キッチンカーも大好評で大変長い行列ができていました。また、ふれあいフェスティバ

ルで出たごみは各自持ち帰るようご協力いただきました。会場内のマナーもよく、ゴミの分別や資源

の大切さにも気配りすることができていました。生徒たちは、非日常の学校生活を十分に楽しみ笑顔

あふれる行事となりました。ご協力いただいた地域の皆様、保護者の皆様ありがとうございました。 

昨年度、副会長を務めて学んだことや経験してきたことを活かし、皆さんが過ごしやすい平中学校になるよう精一

杯活動していきたいと思っています。 また生徒会の堅苦しい印象を変え、親しみやすい生徒会の雰囲気作りを目指

し、皆さんの意見を反映しやすい「明るい生徒会」にしたいと考えています。全力で頑張りますので１年間よろしく

お願いします。 

生徒会長より 

昨年私は生徒会本部の書記として、1年間活動してきました。 

その中で学んだものを最大限活かして活動していきたいのはもちろんですが、先輩という立場に立ったので、後輩のみなさんがよ

り積極的に活動できるように、「相手に分かりやすく伝える」という力を身につけられるように頑張っていきます。 

そのためにも、生徒会本部全員で支え合いながらこの 1年間活動していきたいと思います。1年間よろしくお願いします。 

2年副会長より 

私は、みなさんの学校生活をより楽しくできるように活動したいと思います。例えば、目安箱などでいただいた意

見を話し合う場を設け、話し合って決めた意見はできる限り実施していきたいです。一人一人が無理をして合わせる

のではなく、それぞれの良さを尊重して活動できる学校にしていきたいです。一年間よろしくお願いします。 

1 年副会長より 

私は、生徒会書記として生徒会長、副会長を支えたり、話し合いで出た意見をわかりやすく正確に記録したりでき

るように精一杯努力したいと考えています。また、自身の公約である「Not 落し物！」を達成し、生徒の皆さんが生

活しやすい学校を作れるよう、様々な工夫、取り組みを行っていきたいとも考えています。一年間、よろしくお願い

します。 

2年書記より 

私は朝の挨拶運動を笑顔で積極的に行い、平中学校の生徒全員に挨拶を返してもらえるように全力で取り組みたい

と思います。 

また私は書記として、ギガ端末で作っている生徒会通信をもっと読んでもらえるように、毎月の出来事などを詳し

く書き、また、楽しく読んでもらえるように工夫した生徒会通信を作っていきたいです。1 年間よろしくお願いしま

す。 

1年書記より 

僕は、昨年度も生徒会会計として活動してきました。 

昨年度の中央委員会に出席した際の改善点や、先輩方から受け継いだことなどを、今回の任期でも活かして頑張っ

ていきたいと思います。そして、いろいろな仕事に積極的に取り組んでいき、平中をさらに明るく、楽しく、そして

よりよい学校にできるように頑張っていきたいと思います。1 年間よろしくお願いします。 

2 年会計より 

自分は、生徒会会計として、自分に与えられた仕事を一生懸命、全力で取り組んでいきたいと思います。そして、

中央委員会などの学校の方向性を決める話し合いの意見から、目安箱の意見まで、いろいろな人の声を大切にします。

また、その意見をまとめてより良い意見にし、話し合い、この学校をより良い環境にしていきたいと思います。１年

間よろしくお願いします。 

1年会計より 

 


